
　

第
３
４
６
回
９
月
定
例
会
（
９

月
議
会
）
が
９
月
11
日
か
ら
９
月

25
日
ま
で
開
会
さ
れ
、
人
事
案
件

や
条
例
改
正
な
ど
11
議
案
が
審
議

さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

人
事
案
件　

▽
教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
＝
中
村　

清
子
さ
ん

（
白
金
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
も
の

　

平
成
21
年
度
補
正
予
算　

▽
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
＝

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
億
３
千
５
７
２
万
２
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
92
億
９
千
１
０
４
万
７
千
円
と

す
る
も
の　

▽
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

▽
老

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
▽
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

平
成
20
年
度
決
算
の
認
定　

▽

水
道
事
業
会
計
の
決
算
を
認
定

　

条
例
改
正　

▽
国
民
健
康
保
険

条
例
＝
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支

給
額
を
暫
定
措
置
と
し
て
４
万
円

引
き
上
げ
る
た
め
改
正
す
る
も
の　

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ
び

管
理
に
関
す
る
条
例
＝
町
が
実
施

す
る
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
受

■
住
民
税
の
公
的
年
金
か

ら
の
引
き
落
と
し
（
特
別

徴
収
制
度
）
の
延
期
に
つ

い
て

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
全
国
的
に
10
月
以
降
に
支
給

さ
れ
る
公
的
年
金
か
ら
、
住
民
税

の
引
き
落
と
し
が
開
始
さ
れ
ま
す

が
、
本
町
で
は
引
き
落
と
し
を
１

年
延
期
し
、
平
成
22
年
10
月
以
降

に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
か
ら
実

施
し
ま
す
。

　

延
期
の
理
由
は
、
現
在
、
全
庁

的
な
電
算
シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
改

修
作
業
を
進
め
て
お
り
、
年
金
の

特
別
徴
収
に
係
る
シ
ス
テ
ム
開
発

経
費
な
ど
の
重
複
を
避
け
る
た
め

で
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
年
金
所

得
者
の
納
税
の
便
宜
や
町
の
税
徴

収
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
納
付

方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
税
負
担
が
増
え
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
０
２
）
へ
。

■
評
価
証
明
書
発
行
に
伴

う
手
数
料
の
減
免
取
扱
い

開
始
に
つ
い
て

　

不
動
産
登
記
手
続
き
に
必
要
な

固
定
資
産
評
価
証
明
書
の
発
行
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
10
月
１
日

か
ら
、
神
戸
地
方
法
務
局
伊
丹
支

局
で
発
行
さ
れ
た
「
固
定
資
産
評

価
証
明
交
付
依
頼
書
」
を
持
参
さ

れ
た
場
合
に
限
り
、
手
数
料
を
減

免
す
る
取
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
猪
名
川
町
・
川
西

市
・
伊
丹
市
と
神
戸
地
方
法
務
局

　

保
護
者
の
家
出
・
離
婚
・
病
気

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族

と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
が
い
ま
す
。
県
で
は
、

こ
の
子
ど
も
を
家
族
の
一
員
と
し

て
温
か
く
迎
え
入
れ
、
子
ど
も
の

心
身
の
成
長
を
支
え
て
く
だ
さ
る

「
里
親
」を
求
め
て
い
ま
す
。「
里

親
制
度
」
は
児
童
福
祉
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

里
親
の
種
類

　

①
養
育
里
親　

委
託
さ
れ
た
子

ど
も
が
親
元
に
戻
れ
る
ま
で
、
ま

た
は
満
18
歳
に
な
っ
て
独
立
す
る

ま
で
、
家
庭
で
子
ど
も
を
育
て
る

里
親
（
事
前
研
修
必
要
）。

　

②
養
子
縁
組
里
親　

親
が
養
育

で
き
な
い
子
ど
も
を
養
子
と
し
て

育
て
る
里
親
。

　

③
親
族
里
親　

両
親
そ
の
他
、

現
に
養
育
す
る
者
が
死
亡
、
行
方

不
明
な
ど
に
よ
り
養
育
で
き
な
く

な
っ
た
子
ど
も
を
預
か
る
、
子
ど

診
促
進
を
図
る
た
め
改
正
す
る
も

の　

▽
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
＝
消
防
法
の
改
正
に
よ
り

引
用
条
項
に
変
更
が
生
じ
た
た
め

改
正
す
る
も
の

　

そ
の
他　

▽
動
産
の
購
入
に
つ

い
て
＝
災
害
現
場
で
使
用
す
る
高

度
救
助
用
資
機
材
を
購
入
す
る
も

の　

▽
宝
塚
市
、
川
西
市
及
び
猪

名
川
町
消
防
通
信
指
令
事
務
協
議

会
の
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
　

報
告
事
項　

▽
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に

つ
い
て　

▽
平
成
20
年
度
猪
名
川

の
教
育
点
検
・
評
価
の
報
告
に
つ

い
て

　

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
０
８
）
へ
。

伊
丹
支
局
と
の
協
議
が
完
了
し
た

た
め
、
開
始
す
る
も
の
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
０
２
）、
ま
た
は
神

戸
地
方
法
務
局
伊
丹
支
局
（
☎

７
７
９
・
３
４
５
１
）
へ
。

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

も
の
三
親
等
内
の
親
族
（
祖
父

母
、
兄
弟
、
お
じ
お
ば
な
ど
）
が

な
れ
る
里
親
。

　

④
専
門
里
親　

養
育
里
親
の
う

ち
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
な
ど

特
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
を
養

育
す
る
里
親
（
事
前
研
修
必
要
）。

　

⑤
週
末
里
親
・
季
節
里
親　

週

末
や
正
月
、
夏
休
み
な
ど
に
児
童

福
祉
施
設
の
子
ど
も
た
ち
を
一
時

的
に
預
か
る
里
親
。

里
親
に
な
る
に
は　

定
め
ら
れ
た

研
修
を
受
け
た
後
に
、
必
要
書
類

を
川
西
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
、
里
親
と
し
て
の
認
定
審

査
を
受
け
ま
す
。
里
親
に
認
定
さ

れ
た
後
に
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
か
ら
里
子
の
養
育
を
委
託
さ

れ
ま
す
。

里
親
の
費
用　

国
で
定
め
ら
れ
て

い
る
基
準
に
よ
り
、
里
親
手
当
、

学
校
教
育
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

里
親
会　

里
親
相
互
の
親
睦
や
里

里
親
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　

～
10
月
は
里
親
月
間
～

親
制
度
の
普
及
啓
発
な
ど
を
目
的

と
し
た
、
里
親
を
会
員
と
す
る
団

体
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
川
西
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
☎

７
５
６
・
６
６
３
３
）
へ
。

　口腔内の疾患を引き起こす
細菌はどこからくるのか考え
たことがありますか？実は、
歯が生えていない乳児には、
細菌は検出されません。生後
19カ月から31カ月の間に初感
染が集中していることが、さ
まざまな研究でわかってきま
した。この時期は、乳臼歯が
生え始めてから生え揃う期間
に相当します。つまり母親が
食事を噛み与えている時期に、
口腔内に細菌感染が始まるの
です。
　母親教室で妊婦に対して、
ブラッシング指導や噛み与え

の影響などの口腔衛生指導を
徹底した結果、母親教室を受
講した人の子どもが2歳半まで
むし歯をつくらなかったとい
う報告もあります。また初産
の母子を対象に、子どもが3歳
になるまで母親の口腔管理を
行ったところ、何も行わなかっ
たグループに比べ細菌の検出
率が低く、その後も低いまま
保たれていることも明らかに
なっています。
　感染予防のために、親子の
コミュニケーションをやみく
もに避ける必要はありません
が、正しい感染の知識を持つ
ことは大切です。
　また、歯周病原細菌は夫婦
で同じ種類の菌が認められ、
夫婦間で水平感染しているこ
とが示唆されます。
　いずれにしても、何らかの
形で口腔内細菌は家族への感
染が認められるこ
とから、家族の口
腔を守るために
も、自分自身の口
腔ケアを徹底した
いものです。

家族単位の口腔ケア
が重要です

川西市歯科医師会

島
青
年
団
の
皆
さ
ん

　

今
か
ら
１
年
半
前
、
約
50
年
ぶ
り

に
有
志
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
島
青
年

団
は
、
地
域
を
支
え
る
若
者
の
集
ま

り
と
し
て
、
地
域
の
祭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
若
者
た
ち
の
今
の
気
持
ち
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

町
長　

島
地
内
で
こ
れ
だ
け
多
く
の
若
者
の
皆
さ

ん
が
青
年
団
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚

き
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
日
頃
の
活
動

状
況
や
地
域
へ
の
思
い
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
づ
く
り
へ
の
良
い
刺

激
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

団
長　

島
青
年
団
は
、
み
ん
な
が

一
緒
に
い
る
こ
と
で
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
と
の
思

い
で
立
ち
上
が
り
、
現
在
団
員
数
は
20
人
を
超
え

ま
す
。
い
ろ
ん
な
仲
間
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
、

多
様
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
地
域
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

団
員　

地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
お
年
寄
り
を
初
め
と
し
て
子
ど
も
達
な

ど
多
く
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
困
っ
て
い
れ
ば
助
け
合
え
る
環
境
が

で
き
、
少
し
で
も
地
域
に
役
立
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

団
員　

転
入
し
た
時
に
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

が
薄
く
、
特
に
男
性
は
仕
事
の
関
係
も
あ
り
、
出

会
う
機
会
が
少
な
い
で
す
。
青
年
団
活
動
は
、
多

く
の
人
と
出
会
え
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
つ
な

が
り
が
強
く
な
り
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

団
員　

地
域
が
楽
し
く
な
る
こ
と
は
、
大
変
良
い

こ
と
で
、
み
ん
な
の
力
で
地
域
を
守
っ
て
い
け
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
に
気
軽
に
参
加
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

町
長　

楽
し
く
、
地
域
の
元
気
を
作
っ
て
い
こ
う

と
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
、
お
年
寄
り
を
は
じ

め
と
し
て
、
安
心
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成
の
一

躍
を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
良
い
仲
間
と
と

も
に
、
地
域
福
祉
・
安
全
を
守
る
活
動
、
地
域
文

化
の
継
承
な
ど
今
後
の
さ
ら
な
る
皆
さ
ん
の
活
躍

に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
健
康
と
良
い
仲
間
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
真
田
町
長
に
地
域
へ
の
想
い
と
抱
負

を
語
る
島
青
年
団
の
皆
さ
ん

21
世
紀
の
主
役
た
ち

21
世
紀
の
主
役
た
ち

　

み
ん
な
の
少
し
の
力
で

地
域
を
守
る　

９
月
定
例
議
会
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
11
議
案
を
可
決
・
同
意
～

生ごみ処理機器の購入助成制度
　町では、ごみ減量化推進の
ため、家庭の生ごみを堆肥化
する生ごみ処理器の購入に対
して助成を行っています。助
成を利用される人は町内の指
定取扱店で購入し、3 カ月以
内に環境対策室へ助成金の申
請を行ってください。
▶助 成 対 象 者　町内在住で、
町内の指定取扱店で機器を購

入し、町内の家庭で使用し、できた堆肥を自ら処
分できる人。ただし、過去に当該助成を受けてから、
5 年間は新たに助成を受けることはできません。
▶助成金の額　3 万円を上限として、消費税を除い
た購入価格の 5 分の 3（1,000 円未満は切捨て）
　申込み・問い合わせは、環境対策室（☎ 766 －
8712）へ。

真田町長が訪ねた

＜３＞ 広　報　い　な　が　わ平成２１年（2009年）１０月１日




